
 

   

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

季節のお手入れ 【11 月】 

暖房器具の準備・すきま風の防止・ 

断熱材の活用などを行って、 

来る冬に備えましょう。 

 

株式会社 鈴木住研 
TEL 042-424-1449 FAX 042-424-1446 

E-mail info@suzukijyuuken.com 
ホームページ http://www.suzukijyuuken.com/ 

電話・FAX・メールにてお気軽に資料請求してください

「本物の木じゃないの?」と驚かれる人工木材 
■メンテナンスフリー 

耐候性が非常に⾼く、屋外や⽔場、凍結する地域でもご利⽤頂けます。 
天然⽊材にありがちな「腐り」や「⾊落ち」、「ひび割れ」を克服。腐りに強く、塗装も必要としないの 
で、お手入れも簡単です。 

■こだわりの素材 
⼈と環境にやさしい安全な⾼密度ポリエチレン(HDPE)を採⽤し、厳選された『純度 100%の天然⽊粉』 
を使⽤。『質感』にもこだわり、天然の⽊が持つ暖かさや、やさしさを出来る限り再現いたしました。 

■「えっ、本物の⽊じゃないの?」 
Eee-Wood は⾒た目にこだわっており、表⾯加⼯は最新のコンピューター制御加⼯(NC 加⼯)を駆使し、 
今までの⼈⼯⽊材にはなかった⽊目デザインを実現。純度 100%の天然⽊粉を細かくすることにより、 
樹脂と結合された後に自然で均一な仕上がりになります。 
また、ささくれも起こりませんので⼩さなお⼦様が裸⾜で歩いてもケガの⼼配がありません。 

建築用語 【ラバータイル(らばーたいる)】 
合成ゴムを原料とした 500×500 の床材。 

タイルのような形状をしているので、ラバータイルと呼ばれる。 

厚手で独特の弾力と歩行感があり、少しの水には耐えるし、滑りにくい。

長時間にわたり日光に当たると退色し、アルカリと界面活性剤により顔料

の流失変色が起きる。 

スマホなどで通報する場合の注意点 
携帯電話やスマートフォンなどの流通に伴い、固定電話や公衆電話の台数が減ってきました。 
固定電話や公衆電話からの 119 番であれば、確実に場所を特定できるのですが、携帯からでは 
電波の状態や機種などによって、位置が割り出せないことがあります。 
GPS 機能がついている機器が増えたとはいえ、必ず機能を ON にしているとは限りませんし、 
サービスが提供されていない地域では役に⽴ちません。 
たとえ GPS が機能していても、正確な位置を測定できないことも多いようです。通報の際は、 
正確な番地や目印になる建物や看板などを必ず伝えましょう。 
また、電池切れや電波状態が悪い場合、通話が途中で切れてしまうことがあります。 
通話切れを避けるためにも、⾞に乗っている場合は必ず停⾞してから通報することが⼤切。 
さらに、場所を確認するために、消防から通報者に折り返し電話をかけることがあります。 
そのため、通報後は電源を切らないこと、緊急な通話以外はしないこと、などを⼼がけてください。 
救急⾞は緊急性があるときだけ要請すべし 
ところで、救急⾞を呼ぶと料⾦はいくらかかるか、知っていますか︖もちろん、無料です。 
そのせいか最近、軽い症状で救急⾞を呼んだり、タクシー代わりに使う⼈が増え、緊急性の低い 
救急⾞の出動が増えているのも事実。 
本当に緊急で救急⾞が必要な⼈のためにも、むやみに救急⾞を呼ぶことは避けましょう。 
とはいえ、急な病気やケガなどで、救急⾞を呼ぶべきかどうか、判断に困ったり、ためらったりした
ことはありませんか︖病状やケガの程度の緊急性の判断に迷う場合は、この番号にかけて相談する 
ことができます（東京都の場合）。 
■東京消防庁救急相談センター ＃7119 
24 時間年中無休で対応してくれ、携帯電話からもかけられます。 
このような救急相談は各地⽅で対応しているところがありますので、調べておくといざという時に役⽴ちます。 

11 月 9 日は「119 番の日」です。昭和 62 年（1987 年）、自治省（現総務省）消防庁が制定しました。 
 
今では当たり前のように知られている 119 番通報ですが、現在の番号が使われるようになったのは昭和 2 年
（1927 年）のこと。 
それまでは 112 番が緊急電話番号として指定されていましたが、誤った接続が多かったため、当時地域番号
（局番の第一数字）として使われていなかった 119 番が新たな緊急電話番号として誕生しました。 
 
119 番に通報したら、まずは「⼆択」︕ 
「火災」「救急」「救助」などの緊急事態に対応してくれるのが消防・119 番です。 
119 番に電話をかけると、どうなるか知っていますか︖ 
ほとんどの⼈はパニック状態で電話をするため、話が飛んだり、しどろもどろになってうまく話が伝わらない
のだそう。 
119 番の通話は、まず“二択”から始まります。 
「火事ですか︖ 救急ですか︖」 
ウゥゥゥ〜の⾚い消防⾞か、ピーポーピーポーの⽩い救急⾞なのか、要請がどれなのかを把握したいからです。 
こういうときは焦って話そうとせず、落ち着いて消防のオペレーターから聞かれたことに答えれば⼤丈夫。 
119 番に通報する際のポイント 
■1.通報の目的 

「火事」もしくは「救急」、どちらなのかをはっきり伝えます。 
■2.場所はどこか 

住所がわかる場合は正確な番地や階数・部屋番号を、わからない場合は目印となる建物や電信柱の番地表示、
交差点名などを伝えます。 

■3.何がどうしたのか 
火事の場合は「住宅から火が出ているのが⾒える」「●●商事のビルの●階が燃えている」 
救急の場合は「男性が意識不明で路上に倒れている」「交通事故で⼦どもがはねられた」 
などと、わかる範囲で具体的に伝えます。 

■4.通報者について 
通報した本⼈の名前と電話番号を知らせます。 
後から確認が取れるように、必ず自分の名前と電話番号を伝えましょう。 
そこで、いざという時のために、119 番通報のやり⽅をおさらいしておきましょう。 
119 番はひとつの番号で消防⾞と救急⾞の両⽅を呼ぶことができます。 
通報をするときは必ず、火事と救急のどちらなのかを言いましょう。 
それから、災害現場の住所を正しく伝えます。 
場所の特定ができなければ災害現場への到着が遅れ、二次災害の拡⼤につながって 
しまうからです。その後、現場の状況をできる限り具体的に説明します。 

冷静な対応が⼈の命を救うのです。 


